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１．「生きもの技術ノート」および「用語解説」の企画編集 

 月に１回の研究推進委員会を開催し、学会誌に連載中の「生きもの技

術ノート」（年 4 回）および「用語解説」の企画立案、編集作業を実施

し、学会誌に「生きもの技術ノート」を年 4 回連載した。テーマは「湿

原における相対地下水位の簡便な地図化手法」、「廃校プールにおける

浮島を活用した自然創出の取り組み」、「多様なステークホルダーと連

携したツチガエルの野生復帰について」、「EU Life programme にみる特

に哺乳類を対象とした生物多様性保全活動の特徴」である。同時に用語

解説として「TCFD/TNFD」、「自然に根ざした解決策（NbS）」、「OECM（Other 

Effective area-based Conservation Measures）」、「生態系のレッドリ

スト（RLE）」を掲載した。 

 

２．シンポジウムの開催 

 2022 年度日本造園学会全国大会において 2022 年度全国大会ミニフ

ォーラム「生態工学のアプローチによる「（仮称）生物多様性技術指針」

の策定に向けて」を開催した。 

 

３．2023 年度全国大会ミニフォーラムの企画立案 

 2022 年度に引き続き、2023 年度全国大会ミニフォーラムの開催を目

指し、テーマ「地域性種苗がもたらすもの」を企画し、ミニフォーラム

に応募した。 

 

４．「（仮称）生物多様性技術指針」の出版企画 

 2022 年度全国大会ミニフォーラム「（仮称）生物多様性技術指針」の

策定に向けて」を受けて、「（仮称）生物多様性技術指針」の出版企画に

ついて検討を行った。 

 


